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支
部
で
保
育
所
を
訪
問 

関
東
信
越
地
方
協
の
Ａ

支
部
で
は
、
賃
上
げ
の
ニ
ュ

ー
ス
を
持
っ
て
さ
っ
そ
く

保
育
所
を
訪
問
。
成
果
を
訴

え
、
拡
大
。
１
０
０
％
加
入

保
育
所
と
な
り
ま
し
た
。 

Ｂ
支
部
で
は
、
全
医
労
が

提
起
し
た
３
・
１７
ワ
ン
行

動
デ
ー
（
統
一
行
動
日
）
の

一
環
で
保
育
所
を
訪
問
。
栄

養
士
の
先
生
が
加
入
し
て

く
れ
ま
し
た
。
Ｃ
支
部
で
は
、

４
月
の
病
院
職
員
の
新
人

組
合
説
明
会
に
保
育
所
の

先
生
方
も
招
待
し
、
話
を
し

た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。 

地
方
協
保
育
所
部
会
で 

近
畿
地
方
協
内
の
保
育

所
で
は
「
賃
上
げ
は
組
合
が

力
を
合
わ
せ
て
勝
ち
取
っ

た
当
然
の
こ
と
。
未
加
入
者

に
粘
り
強
く
声
を
か
け
よ

う
」
と
さ
っ
そ
く
各
保
育
所

で
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、

３
月
１９
日
の
保
育
所
部
会

総
会
で
は
、
３
つ
の
保
育
所

で
計
７
人
の
組
合
加
入
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

近
畿
で
は
引
き
続
き
、
支

部
・
地
方
協
が
連
絡
を
取
り

な
が
ら
問
題
解
決
を
図
り
、

本
部
交
渉
と
ブ
ロ
ッ
ク
交

渉
で
要
求
を
前
進
さ
せ
、
未

加
入
者
に
働
き
か
け
て
い

こ
う
と
意
思
統
一
し
ま
し

た
。（
裏
面
参
照
） 

 

 

          

  

   

岸田委員長あいさつ 

２
月
の
団
体
交
渉
で
保
育
所
職
員
の
大
幅
賃
上
げ
が
実

現
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、
全
国
各
地
の
保
育
所
か
ら
「
仲

間
が
増
え
た
よ
！
」
と
組
合
加
入
の
嬉
し
い
報
告
が
ぞ
く

ぞ
く
と
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
賃
上
げ
は
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
並
ん

だ
賃
金
で
あ
り
、
各
種
手
当
、
休
暇
取
得
に
つ
い
て
も
課

題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
の
力
を

結
集
し
て
、
要
求
を
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

三者で手を携えて行こう（昨年の保育所会議より） 

６月３日（金）プロジェクトチームによる機構本部要請 

６月４日（土）～５日（日）第45回保育所会議 in浅草 

保育所職員・保護者・支部からの参加をお待ちしています。 

過
半
数
組
合
だ
か
ら
こ
そ
守
ら
れ
る
こ
と 

３６
協
定
締
結
に
向
け
た
組
合
員
数
調
査
で
は
、
今
年
も
過

半
数
組
織
の
維
持
・
確
認
が
で
き
ま
し
た
。
全
体
の
組
織
率

は
５１
・
３
％
で
す
。 

い
ま
、
締
結
時
間
の
協
議
、
確
認
が
終
わ
り
、
手
続
き
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
過
半
数
の
保
育
所
は
、
全
医
労
委
員

長
と
ピ
ジ
ョ
ン
本
社
社
長
間
で
一
括
し
て
締
結
し
、
ピ
ジ
ョ

ン
が
各
労
基
署
に
届
け
ま
す
。 

過
半
数
以
下
の
保
育
所
は
、
組
合
員
が
積
極
的
に
立
候
補

し
、
職
員
の
同
意
を
得
て
労
働
者
代
表
と
な
り
３６
協
定
を

締
結
し
ま
す
。 

３６
協
定
締
結
は
、
適
正
な
労
働
時
間
管
理
、
業
務
の
見
直

し
、
不
払
い
残
業
の
一
掃
を
改
め
て
要
求
し
締
結
し
ま
す
。

こ
れ
は
労
働
者
の
働
き
方
に
大
き
く
関
わ
る
問
題
で
す
。
組

合
が
労
働
者
を
守
り
、
職
場
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。 
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引き続き、組合に結集してがんばろう！ 

近畿保育所部会総会報告 

3月 19日（土）近畿地方協保育所部会総会が大阪保 

育運動連絡会会議室で開催され、6保育所、地方協、本 

部合わせて 29人が参加しました。 

                  総会は近畿保育所部会副部長の中島さん（大阪医セン 

なかよし）の開会挨拶・司会で始まり、部長の八木さん 

（敦賀さくら）、近畿・小林書記長、本部から森書記の挨 

拶がありました。続いて、八木部長の基調報告、各園の 

報告・討論を行いました。 

参加者全員が発言。今回の大幅賃上げは「すごい」「嬉しい」「組合の力で実現できた」「今

後も成果を上げる一員になってがんばる」「訴え続けることが大事だと改めて感じた」と素直

な喜びと前向きな発言が多数出され、賃上げ効果でさっそく組合加入計７人の報告もありまし

た。また、保育所の歴史を聞いて「今までの苦労があって今の保育所があることがわかった」

「伝えて働きかけていきたい」等々の声も。 

各園からは、「大阪医センは新園舎引っ越しでまだ手探り状態」「担当ＳＶの対応が園や職員

に対して違い、苦慮している」「賃上げはしたが、4月からも 2人の欠員状態でスタートする

ことになり不安」「パート・アルバイトは新人もベテランも同じ時給。みんな喜んでいるが、

心の内は複雑」「ピジョン方針の『特色ある保育』で新年度からまた新たに計画・実践・評価

があり、結果を求められる」等々、発言が続きました。 

地方協からは「パート・アルバイトの賃上げは病院の非常勤職員と比べてもすごい金額。経

験年数加算は同様に求めていきたい」「組合とＳＶで話し合う場を設けるよう申し入れたいと

思っている。お互い立場は違うが良い保育所をめざす点は同じだ」「近畿は組織率 50％を切

っているが、全体で過半数の組合だから賃上げもできた」「空白保育所に早速訪問している」

等々、討論に参加する立場で発言がありました。 

また、パート職員の 106 万の壁問題（10 月から所得が 106 万円以上となる職員は社会

保険に加入することになり、夫（妻）の扶養の範囲で働いている職員の働く時間数の調整が必

要となり、年末にかけてシフトが組めず保育運営が回らない状況が懸念されている）について

も質問があり、「保育は細切れでは対応できない。最終的には子どもにしわ寄せがくる」「しか

し意識改革は容易ではない。契約社員を増やすしかない」等々、意見が出され、「ピジョンは

夫（妻）の会社にも確認しながら対応を図るとしているが、本部としても保育所運営に支障を

来すようなことがないよう再度申し入れたい」と回答しました。 

午後は、南和歌山保育所の先生方が講師となり、４種類のお 

もちゃをグループに分かれて制作。おしゃべりをしながら和気 

あいあいと楽しい時間を過ごしました。その後、出来上がった 

おもちゃを使い、発表会を行いました。 

最後に新役員として、部長に中島さん（大阪なかよし）、副 

部長に山本さん（兵中うえの）、玉田さん（南和歌山はまゆう） 

を選出し拍手で確認。玉田さんの閉会挨拶、退職される敦賀の 

八木先生を囲み記念撮影、散会となりました。                            


